
HP Workstation 導入事例

株式会社フジテレビジョン

テレビ局によるアニメ制作を支えた
HPのワークステーション

2014年、フジテレビは、開局 55周年記念プロジェクトとして『信長
協奏曲（のぶながコンツェルト）』の制作を発表した。それは原作の
アニメ化、実写ドラマ化、実写映画化を同時発表し、さらに史上初め
てテレビ局が自らテレビアニメ制作を手がけるという超大型企画であ
る。テレビアニメは専業の制作会社に委託されるのが通常だが、今回
はフジテレビ自らが制作するという。このアニメ制作を手掛けたフジ
テレビコンテンツ事業局 コンテン
ツ事業センター コンテンツデザイ
ン部に話を伺った。

目的
• アニメーション制作用の環境構築

• ソフトウェア環境との整合性

• トラブル対応と時間の有効活用

アプローチ
• すべてをWindows環境で構築

• マシンスペックの統一

•  レンダーノードとしても活用

システムの効果
• レンダーファームも同シリーズなので、空き時
間のノード追加が容易

•  インテル® Xeon® プロセッサー搭載のHP 
Z620 Workstationで統一したことによるハイ
スペックな作業環境

ビジネスへの効果
• 作品のクオリティ、求める表現の実現

• ストレスの無い環境による、業務効率化

『信長協奏曲』は勉強が苦手で歴史についても
無知という、どこにでもいそうな高校生のサブ
ローが、突然、戦国時代（1549 年）にタイム
スリップ。そこで出会った自分の顔とそっくり
な本物の織田信長に「病弱な自分に代わって、
織田信長として生きてほしい」と頼まれ、天下
統一を目指すという物語だ。自分に降りかかっ
ている境遇を知ってか知らずか、歴史を変えな
いために、うっすらと覚えていた「信長は、天
下を取る男」を実行しようとするサブローに、
戦国時代はどう応えるのか !?　小学館の「ゲッ
サン」で連載中の本作は「マンガ大賞 2012」
をはじめとする数多くの賞にノミネートされる
人気作だ。

「開局 55 周年記念プロジェクトとして、1 つの
原作をアニメ、ドラマ、映画で連動させながら
順次放映して行きます。これはテレビ局として
は史上初のチャレンジです」と語るのは、過去
にドラマ『不毛地帯』など数々のドラマの CG 
を手がけ“アニメ”『 信長協奏曲』の監督を務
める 冨士川 祐輔氏（以下冨士川氏）だ。

この史上初のプロジェクトの概要が持ち上がっ
たのが 2012 年の年末。「アニメ制作において
も新しいチャレンジをしようということにな
り、テレビ局がアニメを丸ごと作るという前例
のない試みにトライすることになりました」。
一見無謀にも見えるチャレンジだがそのための
下地はできていたと冨士川氏は語る。「実は以
前から CG、デジタル的なアプローチでのアニ
メ制作は試しており、パイロット版を作ったり
はしていたのです。それもあって、最終的に

独自の方法でのアニメ制作に踏み切りました」。
局内でアニメ作品を作ることが決定したことを
受けて、コンテンツデザイン部内に新たに制作
チームが発足。そしてこの史上初の取り組みを
支える制作スタジオを社内に立ち上げ、そのシ
ステムを一から新たに構築する作業が始まっ
た。

「制作環境として、当初はWindows、Mac、そ
れぞれを適所に配置する案がありました」と
語る遠山氏。3D CG ツールとして採用している
Autodesk 社の 3ds max 用には当初から HP の
ワークステーションを導入しようと考えたが、
コンポジットを担当するスタッフの多くが、今
まで Mac を使っていたのだという。

「今回も Windows と Mac の混在環境を検討も
していたのですが、準備段階でソフトウェアの
プラグインがWindows にしか対応していない
という課題が浮上しました」と遠山氏。

これに対する制作スタッフの理解もあり、キー
ボードを使ったショートカットなど、Mac との
違いに慣れるための時間が多少は掛かるとい
うリスクはあったが、全てWindows である HP
ワークステーションに統一する方針が決定し
た。

「最終的にコンポジット用の 4 台、2D 用 4 台
と 3D 用の 8 台、さらに 8 台で構成するレン
ダーファーム用に至るまで、全 24 台をイン
テル ® Xeon® プロセッサー搭載の HP Z620 
Workstation で揃えるという結論に達しまし
た。システムの基本構成をできるだけ近い構成

史上初めてテレビ局が制作する
アニメ作品

Windows環境で統一し
効率性と可用性を高める

画像右より、フジテレビ 総合技術局 IT 技術セ
ンター設備運用部 CGシステムデザイン 遠山健
太郎氏、フジテレビ コンテンツ事業局 コンテ
ンツ事業センター コンテンツデザイン部 /CG 
副部長　冨士川祐輔氏、VFX ディレクター 高
野善政氏、釼持吉秀（※「吉」はつちよし）氏、
株式会社 Too デジタルメディアシステム部 営
業 1課 マネージャー 吉田博行氏
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にそろえることで、例えば夜間空いているデザ
イナー用マシンがあればレンダリングに参加さ
せることができますし、仮に不具合があって 1 
台が使えない状況になってもすぐに別のマシン
に交換できるメリットがあります」と語るのは
導入時に制作チームをサポートした Too の吉
田氏だ。さらにペイント専用とユーティリティ
目的のためにオールインワンタイプの HP Z1 
Workstation も導入。これで、作品の制作準備
は万端となった。

「脚本にしたがって絵コンテを作成するところ
までは通常のアニメ制作と同じです。ただその
後から全く変わります。まず絵コンテに従って、
実際の俳優にモーションアクターとして普通の
ドラマのように芝居をしてもらいます。それを
撮影したものを編集して、実写の動画コンテを
作り上げてしまうのです」と冨士川氏。出来上
がった完尺の動画コンテから俳優の動きをト
レースしてアニメに取り込んでいく。ドラマ作
品に多くのノウハウを持つ冨士川氏のアイデア
により、この手法が取り入れられることになっ
た。

「いわゆる『ロトスコープ』の手法です。表情
に関しては CGで作りますが、俳優が演技と合
わせて台詞もしゃべってくれているので、その
顔の動きも参考に作り込んでゆきます。とはい
え表情を作るのは難しい部分なので、今回はデ
ザイナーがずいぶんとがんばってくれました
ね」と冨士川氏は語る。

「撮影した動画をすべてトレースするわけでは
ありません。アニメらしく仕上げるため、止め
られる所は止めて、という部分を監督と一緒に
詰めていきます。その後は、ロトスコープチー
ム、背景チーム、表情チーム、動物チームなど、
描く物によっていくつかのチームに分かれて同
時進行で制作しています」と語るのは高野氏だ。
すべてのチームが作り終えた素材を動画コンテ
に沿ってコンポジットすれば、1話分の完尺と
なるのも作業効率化の決め手となっている。

レンダーファームに関しては、実績はあるがア
ニメ制作に使うのは初めて。「出来上がった 3D
のプロジェクトデータを外部へ持って行くと、
重くて動かないと言われます。それほどの品質

と容量を、ストレス無くレンダリングできてい
る訳ですから、やはり良いシステムだという印
象はありますね」と高野氏は語る。

こうして作られた、アニメ「信長協奏曲」は放
映されると同時に、その個性豊かな作風が大き
な話題となった。「アニメならではの表現の自
由度をいかしつつ、実写合成のノウハウを組み
込んでいったので、映像作品としても新しいも
のになったと思います」と冨士川氏は作品の魅
力の一端を語る。これまでのアニメ制作という
概念に囚われない、フジテレビらしい作品作り
が、多くのユーザーへ新鮮さと感動を与えるこ
とに成功したのだ。

「この半年間、全てのワークステーションが昼
夜関係なく、ほぼフル稼働しています。過酷な
使用状況が続いていますが、トラブル無く安定
稼働してくれています。作業のストレスも感じ
ませんから、制作スタッフの手助けにもなって
います」と語る釼持氏。これも可用性に定評の
ある HP Zシリーズを採用したメリットといえ
るだろう。

「ロトスコープという手法自体は約 100年前か
らあった手法です。ただとても手間のかかる手
法でした。今回はハイスペックなワークステー
ションを使うことで、従来からあるテクニック
のハードルを下げ、今までに無いアニメ制作の
ワークフローを実践することができました。も
しこのマシン環境を実現するのが非常に高価で
あればこのアイデアも机上の空論でしたが、ハ
イスペックなマシンが十分手の届く価格帯に
なってきたので、何とか予算化することができ
ました。優れたコンピューターと、それを活か
しきれるスタッフとのコンビネーションが新し
い試みを可能にしてくれたんです」と最後に冨
士川氏は語ってくれた。

アニメ「信長協奏曲」に続いて、実写ドラマか
ら映画へと続くプロジェクトは、多くの視聴者
にとって目の離せない作品として記憶に残って
いくだろう。

ロトスコープと最新技術の融合

優れたワークステーションと
それを活かしきれる人材がカギ

作品に注いだ熱意を語る冨士川氏

システムを担当された遠山氏

HP Z620 8ノードで構成されたレンダーファー
ム

HP Z620の高い処理能力が作品創りを支えて
いく
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